
10月19日（土）  高舟台小学校にて実施。

住民と児童の合同訓練です。

５つの自治会の住民が避難の形で校庭に参集。

緊急地震速報が流れ、児童は教室内でシェイクアウト訓練

まず身を守る訓練を反復学習し、その後、校庭へ。

住民は、その様子を静かに見守り、訓練のスタートです。

消防の協力を得て、煙体験・水消火器体験をし

発電機･投光器、簡易担架、ダンボールベット、

毛布を使った傷病者搬送（通称ミノムシ）の体験。

最後に5・6年の児童が演者として住民に説明実演、見事です。

配布物資（備蓄飲食料）を受領し解散となりました。

児童342名、住民127名(高舟台90名)、学校･行政･消防職員

拠点委員を含め総勢546名の方々、ありがとうございました。
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